
葛
飾
北
斎

2025

『
ゑ
ち
ぜ
ん
ふ
く
ゐ
の
橋
』 

 

（
え
ち
ぜ
ん
ふ
く
い
の
は
し
）

　
こ
の
図
は
、
葛
飾
北
斎
筆
の
大
判
錦
絵
『
諸
国
名

橋
奇
覧
』（
し
ょ
こ
く
め
い
き
ょ
う
き
ら
ん
）の
う
ち

の
1
枚
。
全
国
の
有
名
な
橋
や
、
当
時
は
存
在
し
な

い
が
物
語
な
ど
で
伝
わ
る
橋
を
描
い
た
シ
リ
ー
ズ
で
、

11
図
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
、
天
保
5
年

（
1
8
3
4
年
）
頃
の
作
品
。

　
越
前
福
井
の
橋
は
、
福
井
県
福
井
市
の
足あ

す

羽わ

川が
わ

に

架
か
る
九つ

十く

九も

橋ば
し

の
こ
と
。
福
井
大
橋
、
北き

た
の
し
ょ
う庄
橋
と

も
い
わ
れ
る
。

　
こ
の
橋
は
、
北
半
分
が
木
材
、
南
半
分
が
石
材
で

造
ら
れ
た
珍
し
い
構
造
で
、
奇
橋
、
名
橋
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
。
北
斎
も
木
材
部
分
の
欄
干
は
シ
ャ
ー

プ
な
線
で
、
石
材
部
分
は
小
刻
み
に
震
え
る
線
で
描

き
分
け
、
違
う
建
材
で
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
表
現

し
て
い
る
。

　
橋
上
に
は
、
版
元
の
永え

い

寿じ
ゅ

堂ど
う

西
村
屋
与
八
の
巴と

も
え

紋も
ん

や
、
永
寿
堂
の
「
寿
」
と
書
か
れ
た
風
呂
敷
な
ど
を

背
負
う
人
々
が
往
来
し
て
い
る
。

　
こ
の
図
で
特
筆
す
べ
き
は
、
遠
近
法
の
技
術
で
、

橋
を
渡
る
人
々
や
荷
物
を
運
ぶ
馬
な
ど
を
前
景
に
配

置
し
、
そ
の
後
ろ
に
は
広
が
る
河
川
と
遠
く
の
山
々

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
北
斎
は
観
る
者

に
、
広
大
な
風
景
を
感
じ
さ
せ
る
効
果
を
生
み
出
し

て
い
る
。

9
令和 7 年 9 月 1 日発行　第498号

◎新署長に勝野　晃氏 
税務署定期人事異動 2
◎こんにちは税務署長さん 
　・副署長さん 6 、7

す み だ 北 斎 美 術 館 蔵 　 （画像提供：すみだ北斎美術館/DNPartcom）
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e­Taxなら、ネットで自宅、オフィスからラクラク申告できます�

　
去
る
7
月
10
日
付
で
江
東
東
税

務
署
の
定
期
人
事
異
動
が
あ
っ
た
。

　
署
長
に
は
、
大
曲
税
務
署
長
か

ら
勝
野
晃
氏
、
副
署
長
に
は
、
成

　
秋
涼
の
候
、
公
益
社
団
法
人
江

東
東
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
益
々

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
本
年
7
月
の
人
事

異
動
で
、
大
阪
国
税
不
服
審
判
所

神
戸
支
所
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
過
日

着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
在
任
中
は
、
岡
本
会
長
、
松
本

田
署
副
署
長
か
ら
中
硲
康
夫
氏
、

総
務
課
長
に
は
、
東
京
局
課
税
第

一
部
統
括
国
税
実
査
官
、
総
括
主

査
か
ら
柿
並
儀
輔
氏
、
法
人
第
1

統
括
官
に
は
、
東
京
局
情
報
シ
ス

テ
ム
部
情
報
処
理
管
理
官
付
主
任

分
析
官
か
ら
齋
藤
喜
之
氏
、
法
人

第
2
統
括
官
に
は
、
荏
原
署
法
人

第
2
統
括
官
か
ら
江
岡
周
氏
、
法

人
第
3
統
括
官
に
は
千
葉
東
署
法

人
第
6
統
括
官
か
ら
長
澤
礼
子
氏
、

が
着
任
さ
れ
た
。

　
小
林
署
長
は
大
阪
国
税
不
服
審

判
所
神
戸
支
所
長
、
高
野
副
署
長

は
麴
町
署
指
定
特
官
、
青
木
総
務

課
長
は
市
川
署
総
務
課
長
、
川
口

法
人
第
1
統
括
官
は
麴
町
署
特
官
、

吉
田
法
人
第
2
統
括
官
は
銚
子
署

法
人
第
1
統
括
官
、
飯
村
法
人
第

3
統
括
官
は
荒
川
署
法
人
第
4
統

括
官
へ
異
動
さ
れ
た
。
審
理
担
当

の
大
久
保
上
席
及
び
消
費
税
担
当

の
丸
山
上
席
は
留
任
さ
れ
た
。

前
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
・
会
員

の
皆
様
方
か
ら
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
会
報
誌

に
お
い
て
折
々
の
税
情
報
を
発
信

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
青
年
部

会
に
よ
る
租
税
教
室
の
開
催
、
女

性
部
会
の
皆
様
に
は
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集
活

動
を
通
し
て
、
租
税
教
育
活
動
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
署
長
賞
を

選
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
納
税
表

彰
式
に
お
い
て
直
接
表
彰
状
を
手

渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
受

賞
さ
れ
た
児
童
の
誇
ら
し
げ
な
表

情
が
印
象
に
残
り
、
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
社
会
貢
献
活
動
「
ま
ち
を
き
れ

い
に
」
で
は
、
参
加
さ
れ
た
大
勢

の
方
と
、
汗
を
流
さ
せ
て
い
た
だ

き
、「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
は
、

普
段
と
は
違
っ
た
街
の
景
色
を
、

法
人
会
の
皆
様
、
署
の
職
員
と
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
皆
様
と
の
懇
談
会
で

は
、
毎
回
、
多
く
の
役
員
・
会
員

の
方
々
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
貴
重
な
ご
意
見
、
楽
し
い
お

勝野署長

新
署
長
に
勝
野
　
晃
氏

　
　
江
東
東
税
務
署
定
期
人
事
異
動

話
を
伺
う
な
ど
、
親
し
く
交
流
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
江
東
東
法
人
会
の
幅
広
い
活
動

を
、
無
私
の
心
で
支
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
役
員
・
会
員
の
皆
様
と
の

交
流
は
、
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ

な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
後
任
の
職
員
に
も
同
様
の

ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益

社
団
法
人
江
東
東
法
人
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お

別
れ
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
一
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
爽
秋
の
候
、
公
益
社
団
法
人
江

東
東
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
こ
の
度
の
人
事
異

動
で
、
麹
町
署
特
別
国
税
調
査
官

に
配
置
換
え
と
な
り
ま
し
た
。

　
在
任
中
は
、
岡
本
会
長
、
松
本

前
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
、
会
員

の
皆
様
方
か
ら
多
大
な
る
ご
厚
情

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
二
年
間
、
多
く
の
思
い
出
を
築

か
せ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
乾

杯
挨
拶
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
皆
様
と
の
懇
談
会
は
、
そ
れ
は

楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　
後
任
の
中
硲
副
署
長
に
対
し
ま

し
て
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
江
東
東
法
人
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
、会
員
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご

繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
申
し
あ
げ
、

お
別
れ
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

離
任
の
ご
挨
拶

前
署
長

　
小
林
　
丞

お
別
れ
に
当
た
っ
て

前
副
署
長

　
高
野
　
稔
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

対
　
　
象
：
会
員
及
び
一
般

参
加
費
：
無
料

お
問
合
せ
：
3
6
8
4
-2
3
0
3
（
事
務
局
）

　
日
　
時
　
10
月
6
日
㈪

　
　
　
　
　
16
：
00
〜
17
：
30

　
会
　
場
　
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
5
階
研
修
室

　
演
　
題
　『
経
験
者
だ
か
ら

　
　
　
　
　
　
伝
え
ら
れ
る
が
ん
知
識
』

　
講
　
師
　
　
キ
ャ
ン
サ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

　
　
　
　
　
　
登
録
講
師

　
　
　
　
　
　
　
松
井
　
亜
矢
子
　
氏

　
内
　
容
　
令
和
7
年
度
　
税
制
改
正
他

◎
亀
戸
地
区

　
日
　
時
　
10
月
3
日
㈮

　
　
　
　
　
午
前
の
部
　
10
：
00 

〜 

11
：
30

　
　
　
　
　
午
後
の
部
　
14
：
00 

〜 

15
：
30

　
会
　
場
　
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
5
階
研
修
室

7

◎
大
島
・
砂
町
地
区

　
日
　
時
　
10
月
22
日
㈬

　
　
　
　
　
10
：
00 

〜
11
：
30

　
会
　
場
　
江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
　
レ
ク
ホ
ー
ル

　
第
49
回
　
社
会
貢
献
活
動

　
　
　
　
　
　「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」

　
日
　
時
　
11
月
8
日
㈯
　
※
雨
天
中
止

　
　
　
　
　
9
：
30 

〜 

11
：
30

　
　
　
　
　（
受
付
9
：
00
〜
）

　
集
　
合
　
江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
元
ダ
イ
エ
ー
側
駐
車
場

　
清
掃
場
所
　
大
島
地
区

　
　
　
　
　 

都
営
新
宿
線
「
西
大
島
駅
」
を
中
心
に
明
治
通
り
、

新
大
橋
通
り
一
帯

　
服
　
装
　
汚
れ
て
も
差
し
支
え
な
い
服
装
で
ご
参
加
下
さ
い
。

　
　
　
　
　（
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
帽
子
等
貸
与
）

　
そ
の
他
　
参
加
賞
を
贈
呈

　
日
　
時
　
10
月
11
日
㈯
　
※
雨
天
中
止

　
　
　
　
　
9
：
30 

〜 

12
：
30

　
　
　
　
　（
受
付
9
：
00
〜
）

　
集
　
合
　 

大
島
小
松
川
公
園
（
都
営
新
宿
線
「
東
大
島
駅
」）

よ
り
徒
歩
5
分

　
内
　
容
　 

日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
に
よ
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
。
全
5
・
7
㎞
ウ
ォ
ー
ク

　
コ
ー
ス
　 

小
松
川
公
園
↓
塩
の
道
（
小
名
木
川
）
↓
塩
の
道
橋

↓
仙
台
堀
川
公
園
↓
旧
大
石
家
住
宅
↓
弾
正
橋
↓

千
田
橋
↓
石
住
橋
↓
都
立
木
場
恩
賜
公
園（
ゴ
ー
ル
）

　
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
第
19
回
　
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
川
辺
シ
リ
ー
ズ
第
2
弾

　
　
　
　
　
　
　
仙
台
堀
川
公
園
を
散
策

職　　名 新 旧
氏　　名 異　　動　　元 氏　　名 異　　動　　先

署 長 勝
かつ

　野
の

　　　晃
あきら

　仙台局　大曲署　署長 小
こ

　林
ばやし

　　　丞
じょう

　大阪国税不服審判所　神戸支所　支所長
副 署 長 中

なか

　硲
さこ

　康
やす

　夫
お 成田署　副署長 高

たか

　野
の

　　　稔
みのる

　麹町署　指定特官（開発調査担当）

総 務 課 長 柿
かき

　並
なみ

　儀
よし

　輔
すけ 東京局　課税第一部　統括国税
実査官（重要）　総括主査 青

あお

　木
き

　宏
こう

　介
すけ 市川署　総務課長

総 務 課 長 補 佐 佐
さ

　藤
とう

　千
ち

　佳
か 船橋署　課長補佐 高

たか

　橋
はし

　昌
まさ

　司
し 東京局　課税第二部　消費税課　主査

法
　
人
　
課
　
税
　
部
　
門

第 1統 括 官 齊
さい

　藤
とう

　喜
よし

　之
ゆき 東京局　情報システム部　情報
処理管理官付　主任分析官 川

かわ

　口
ぐち

　泰
やす

　之
ゆき 麹町署　特官（法人調査担当）

第 2統 括 官 江
え

　岡
おか

　　　周
しゅう

　荏原署　法人課税第2部門　統括官 吉
よし

　田
だ

　　　稔
みのる

　銚子署　法人課税第1部門　統括官
第 3統 括 官 長

なが

　澤
さわ

　礼
れい

　子
こ 千葉東署　法人課税第6部門　統括官 飯

いい

　村
むら

　元
もと

　康
やす 荒川署　法人課税第4部門　統括官

総 括 上 席 𠮷
よし

　原
はら

　貴
たか

　久
ひさ 向島署　法人課税第1部門　総括上席 清

し

　水
みず

　謙
けん

　介
すけ 荻窪署　法人課税第1部門　総括上席

審理担当上席 大
おお

久
く

保
ぼ

　和
かず

　也
や 留　任 大

おお

久
く

保
ぼ

　和
かず

　也
や 留　任

消費税担当上席 丸
まる

　山
やま

　朱
しゅ

　里
り 留　任 丸

まる

　山
やま

　朱
しゅ

　里
り 留　任

源泉所得税担当上席 石
いし

　亀
がめ

　美
み

　枝
え 川崎北署　法人課税第2部門　上席 中

なか

　藤
とう

　愛
あい

　子
こ 京橋署　法人課税第3部門　上席

【
講
師
略
歴
】
東
京
都
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
や
国
内
・
外
資

広
告
代
理
店
で
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
Ｃ
Ｍ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
30

代
に
乳
が
ん
が
発
覚
。
離
職
し
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
へ
。
同
時
に
患
者
支
援
や
講
演
な

ど
、
が
ん
に
関
す
る
活
動
を
15
年
以
上
行
っ
て
い
る
。
初
発
か
ら
15
年
目
で
局
所
再

発
。遺
伝
性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん
症
候
群
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
視
点
を
活
か
し

な
が
ら
、
が
ん
に
罹
患
し
た
と
き
に
役
立
つ
知
識
や
医
療
情
報
を
伝
え
て
い
る
。
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国税の申告と納税はe‒Taxで。

▼
巨
人
終
身
名

誉
監
督
が
死
去

し
た
の
は
悲
し

い
。
小
学
三
年

生
の
時
、
長
嶋

茂
雄
に
憧
れ
て
野
球
を
覚
え
た
。

長
嶋
の
引
退
試
合
は
友
達
の
下
宿

先
で
皆
ん
な
で
号
泣
し
、
感
激
し

て
見
て
い
た
。
私
が
12
歳
か
ら
20

歳
の
青
春
時
代
、
巨
人
の
9
年
連

続
日
本
一
は
私
を
成
長
さ
せ
た
。

▼
忘
れ
も
し
な
い
青
年
部
会
の
野

球
部
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ナ
ー
ズ
、

昭
和
62
年
8
月
17
日
、
後
楽
園
球

場
（
現
東
京
ド
ー
ム
）
を
借
り
切

り
税
務
署
チ
ー
ム
と
の
親
善
試
合
、

ナ
イ
タ
ー
は
一
生
の
思
い
出
だ
。

▼
と
こ
ろ
で
今
年
は
巳
年
、
年
男

だ
。
9
月
6
日
が
誕
生
日
で
72
歳
。

び
っ
く
り
‼
気
持
ち
は
36
歳
？
皇

室
の
秋
篠
宮
家
長
男
、
悠ひ

さ

仁ひ
と

様
の

19
歳
の
誕
生
日
が
私
と
一
緒
だ
。

悠ひ
さ

仁ひ
と

様
が
い
ず
れ
天
皇
に
な
る
か

解
ら
な
い
が
、
そ
う
な
る
と
、
9

月
6
日
が
祝
日
に
。
あ
と
30
年
、

40
年
？
…
健
康
に
注
意
し
て
、
無

理
を
し
な
い
で
、
転
ば
な
い
で
、

65
歳
で
他
界
し
た
同
い
年
の
妻
の

分
ま
で
、
程
程
に
頑
張
ろ
う
と
思

う
。
110
歳
か
。
無
理
だ
。 

（
寺
）

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

第
三
亀
戸
中
学
校
に
て 

青
年
部
会
　

　
18
回
目
と
な
る
租
税
教
室
を
開
催 

　

　
東
京
税
理
士
会
江
東
東
支
部
と

青
年
部
会
合
同
で
実
施
し
て
い
る

江
東
区
立
第
三
亀
戸
中
学
校
の
租

税
教
室
が
行
わ
れ
、
青
年
部
会
か

ら
山
下
部
会
長
、
水
谷
幹
事
長
、

鈴
木
書
記
会
計
、
荻
野
書
記
会
計
、

平
野
幹
事
の
5
名
が
参
加
し
た
。

　
3
年
生
3
ク
ラ
ス（
総
勢
90
名
）

に
対
し
、
初
め
に
東
京
税
理
士
会

江
東
東
支
部
の
税
理
士
先
生
よ
り

「
税
理
士
」と
い
う
職
業
に
つ
い
て

説
明
い
た
だ
い
た
後
、
次
に
「
税

金
の
意
義
と
役
割
」、「
税
金
の
仕

組
み
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

た
。

　
更
に
税
金
を
集
め
る
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
公
平
」
で
あ
り
、
皆
が
同

率
で
税
を
負
担
す
る
「
水
平
的
公

平
」、稼
い
で
い
る
人
が
多
く
の
税

を
負
担
す
る
「
垂
直
的
公
平
」
な

ど
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
青
年
部
会
員
も
「
税

金
集
め
ゲ
ー
ム
」
を
担
当
し
講
師

を
務
め
た
。
テ
ー
マ
は
「
税
に
お

け
る
公
平
と
は
何
か
」を
問
い
、生

徒
に
そ
れ
ぞ
れ
収
益
金
額
の
違
う

立
場
に
分
か
れ
て
も
ら
い
、
税
金

を
い
か
に
公
平
に
集
め
る
か
を
考

え
て
も
ら
っ
た
。

　
ク
ラ
ス
を
一
つ
の
国
と
し
て
、

あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
3
0
0
0

万
円
の
税
金
が
必
要
で
、
そ
の
集

め
方
を
生
徒
に
考
え
て
も
ら
う
ゲ

ー
ム
だ
。

　
収
益
金
額
が
A
5
0
0
万
円
、

税金の仕組みについて
熱く説明する高橋税理士

B
2
5
0
0
万
円
、
C
7
0
0
0

万
円
の
3
つ
の
班
に
分
か
れ
て
も

ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
公

平
」
に
集
め
る
方
法
を
考
え
て
も

ら
っ
た
。
等
し
く
1
0
0
0
万
円

ず
つ
負
担
す
れ
ば
よ
い
（
水
平
的

公
平
）案
、A
は
1
5
0
万
円
、B

は
7
5
0
万
円
、
C
は
2
1
0
0

万
円
な
ど
の（
応
能
負
担
）、ま
た

Ｃ
は
収
入
が
多
い
か
ら
全
額
負
担

（
垂
直
的
公
平
）す
べ
き
と
の
意
見

も
出
て
議
論
と
な
っ
た
。

　
こ
の
租
税
教
室
で
は
、
将
来
の

納
税
者
で
あ
る
中
学
生
に
、
自
分

た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
国
を
担
っ
て

い
く
こ
と
、
税
の
勉
強
以
外
に
も
、

自
分
た
ち
で
考
え
決
め
る
、
主
役

は
国
民
一
人
一
人
と
い
う
民
主
主

義
（
国
民
主
権
）
を
意
識
し
て
も

ら
う
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
最
後
に
日
本
の
財
政
に
つ
い
て

税
理
士
先
生
か
ら
説
明
が
あ
り
、

今
後
の
社
会
を
良
い
も
の
す
る
た

め
に
も
「
自
分
た
ち
が
主
人
公
」

と
い
う
気
持
ち
で
様
々
な
問
題
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
租

税
教
室
は
終
了
し
た
。

　
今
回
も
、
多
忙
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
税
の
意
義
や
役
割
、
日
本
の

財
政
の
現
状
等
に
つ
い
て
説
明
を

い
た
だ
い
た
税
理
士
先
生
、
ま
た

同
行
い
た
だ
い
た
江
東
東
税
務
署

大
久
保
上
席
、
学
校
関
係
者
の
皆

様
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
る
。

日本の財政について説明す
る東京税理士会江東東支部
古川支部長参加者で集合写真

5班に分かれてそれぞれの意見を
生徒に発表してもらった

税金集めゲームの意義について
説明をする青年部会山下部会長
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

副
会
長
さ
ん
ご
推
薦
の
店

う
な
ぎ
・
鳥
料
理
「
鳥
長
」

広
報
委
員
会
担
当
副
会
長
　
溝
呂
木
　
真

溝呂木副会長

よ
い
お
店
だ
。

　
店
内
1
階
は
、
テ
ー
ブ
ル
と
小

上
が
り
席
、
2
階
は
6
名
か
ら
利

用
で
き
る
テ
ー
ブ
ル
の
個
室
、
3

階
は
40
名
程
の
お
座
敷
と
な
っ
て

い
る
。
お
祝
い
の
席
や
法
事
な
ど

に
是
非
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
回
は
、
広
報
担
当
　
溝
呂
木

副
会
長
が
、
う
な
ぎ
・
鳥
料
理
の

「
鳥
長
」
さ
ん
を
ご
推
薦
。

　
お
店
は
、
亀
戸
天
神
か
ら
近
い

蔵
前
通
り
沿
い
の
角
地
に
あ
り
、

4
階
建
て
の
建
物
と
入
口
の
大
き

な
暖
簾
が
目
を
引
く
創
業
約
80
年

を
迎
え
た
老
舗
料
理
屋
さ
ん
だ
。

　
三
代
目
と
な
る
下
田
晃
生
さ
ん

を
中
心
に
、
ご
家
族
で
味
を
守
り

続
け
て
い
る
お
も
て
な
し
が
心
地

特 別 編

　
人
気
の
料
理
は
、
白
焼
き
し
蒸

し
て
か
ら
秘
伝
の
タ
レ
で
焼
き
上

げ
る
「
う
な
重
」
と
厳
選
し
た
鶏

肉
を
継
足
し
の
タ
レ
で
焼
き
上
げ

た「
焼
鳥
」、こ
だ
わ
り
の
玉
子
に

鰹
だ
し
の
旨
味
と
ザ
ラ
メ
の
自
然

な
甘
み
の
「
玉
子
焼
」
な
ど
。
更

に
創
業
以
来
の
名
物
「
柳
川
」
や

旬
の
「
お
刺
身
三
点
盛
り
」
も
お

す
す
め
。
種
類
豊
富
な
焼
酎
と
共

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
平
日
の
ラ
ン
チ
は
、
晃
生
さ
ん

渾
身
の
お
得
な「
日
替
わ
り
定
食
」

や
、
鳥
の
照
焼
、
鳥
そ
ぼ
ろ
、
玉

子
焼
き
を
ご
飯
に
乗
せ
た
「
き
じ

焼
弁
当
」
も
大
人
気
だ
。

　
ま
た
、
鳥
長
自
慢
の
料
理
を
コ

ー
ス
で
味
わ
え
る
の
も
人
気
で
、

う
な
重
付
き
の
超
お
得
な
コ
ー
ス

も
あ
る
の
で
事
前
に
ご
予
約
を
！

更
に
冬
季
限
定
の
「
鳥
し
ょ
う
ゆ

鍋
」
は
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

　
晃
生
さ
ん
は
「
創
業
以
来
、
地

元
の
お
客
様
と
天
神
様
詣
で
の

方
々
か
ら
年
代
を
問
わ
ず
愛
さ
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
変
わ

ら
ず
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」
と

の
こ
と
。

住
所
：
亀
戸
2
-8
-14

電
話
：
0
3
-3
6
8
5
-2
9
1
0

昼
：
11
時
30
分
〜
14
時
00
分

夜
：
16
時
30
分
〜
20
時
00
分

日
・
祝
：
11
時
30
分
〜
20
時
00
分

定
休
日
：
火
曜
日

蔵前通り

JR亀戸駅

明
治
通
り

香取
神社

梅屋敷

法人会

亀戸
天神

カズン 玉川屋

十三間通商店

友仁
病院

公園

交番

東栄
信金

税務署

カメリアプラザ

歴史を感じる鳥長さんの入口
灯りに惹かれて「ちょっと一杯」と
寄りたくなる‼

3点盛なのに、
1品多く盛ってし
まうという三代
目。刺身（3点盛）
 1，050円

平日のみのランチ
お得な日替わり定食
ご飯とみそ汁と
おかずが3品付いて
 1，000円

大人気！ 鳥の照焼、そぼ
ろ、玉子焼、海苔が乗っ
た具だくさん
きじ焼弁当（お椀付）
テイクアウトOK 1，300円

鳥肉と鳥レバーとたっぷりの野菜の鍋
ちょっと甘めの醤油だれで煮込んで
生卵に付けていただく　冬季限定
鳥しょうゆ鍋　2人前 3，600円より

食べ歩きが好きで「これ！」
と思い立ったらどこまでも
行ってしまう
三代目・下田晃生さん

1階の店内。
テーブル席と小上
がり席はゆったり
と広くくつろげる。

2階の個室。
落ち着いた空間で 
鳥長さん自慢のコー
ス料理をじっくり味
わえる。

店内でさばき、串を刺し白焼
きし蒸してから代々受け継
がれた秘伝のタレで香ばし
くふっくら焼きあげた
「うな重」（肝吸付） 3，500円～

おススメ‼こだわり
の玉子に鰹だしの旨
味とザラメの自然な
甘さが際立つ厚みの
ある玉子焼 700円

絶品‼ 焼鳥盛合せ
ふっくら鳥もも、
大葉で巻つくねなど
6本で960円
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スマートフォン等でe‒Taxがご利用いただけます。

　
税
務
署
の
定
期
人
事
異
動
が
あ

り
、
新
し
く
勝
野
署
長
、
中
硲
副

署
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
　
さ
っ
そ
く
で
す
が
、
お
二
人

の
ご
出
身
地
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

勝
野
署
長
　
私
は
中
学
ま
で
を
埼

玉
県
の
熊
谷
で
、
高
校
は
親
の
転

勤
に
よ
り
山
形
県
の
海
沿
い
の
酒

田
で
過
ご
し
ま
し
た
。
酒
田
は
日

本
海
と
鳥
海
山
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
当

時
の
私
は
部
活
動
で
取
り
組
ん
で

い
た
テ
ニ
ス
に
集
中
す
る
あ
ま
り
、

自
然
の
魅
力
に
気
付
か
ず
に
過
ご

し
て
し
ま
っ
た
な
と
い
う
思
い
が

残
っ
て
い
ま
す
。

中
硲
副
署
長
　
大
阪
府
和
泉
市
出

身
で
す
。
和
泉
市
は
大
阪
府
の
南

方
に
あ
る
市
で
、
す
ぐ
隣
の
堺
市

の
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
を
中
心
に
古

墳
や
遺
跡
が
多
い
地
域
に
な
り
ま

す
。
弥
生
時
代
の
池
上
曽
根
遺
跡

に
も
隣
接
し
て
お
り
ま
し
て
資
料

館
等
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地

理
的
に
は
関
西
国
際
空
港
と
大
阪

市
街
の
中
間
地
点
に
位
置
し
て
お

り
ま
し
て
、
空
港
が
開
港
し
て
か

ら
交
通
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
り

ま
し
た
。

Ｑ
　
税
務
の
職
場
に
入
ら
れ
た
き

勝野署長さん
中硲副署長さん こんにちは

誌上インタビュー

っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
？

勝
野
署
長
　
大
学
の
経
済
学
の
授

業
で
税
の
機
能
や
経
済
活
動
に
与

え
る
影
響
を
知
っ
て
興
味
が
沸
き
、

更
に
各
論
と
し
て
公
平
負
担
の
原

則
や
最
適
課
税
論
を
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
税
の
潜
在
的
な
可
能
性
に
魅

力
を
感
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

中
硲
副
署
長
　
学
生
時
代
か
ら
専

門
性
が
高
い
仕
事
に
就
き
た
い
と

い
う
憧
れ
が
あ
り
、
税
務
の
職
場

を
選
び
ま
し
た
。
税
理
士
を
目
指

す
か
税
務
署
員
に
な
る
か
悩
み
ま

し
た
が
、
研
修
制
度
が
充
実
し
て

い
る
税
務
署
の
職
場
を
選
択
し
ま

し
た
。

Ｑ
　
お
二
人
の
今
ま
で
の
経
歴
を

簡
単
に
教
え
て
く
だ
さ
い

勝
野
署
長
　
税
務
の
職
に
就
い
て

か
ら
は
、
平
成
5
年
に
東
京
局
に

採
用
後
、
成
田
税
務
署
法
人
課
税

部
門
の
勤
務
を
皮
切
り
に
、
平
成

10
年
に
大
規
模
法
人
を
所
管
す
る

局
調
査
部
を
経
て
、
平
成
12
年
か

ら
29
年
ま
で
主
に
国
税
庁
で
国
際

課
税
や
租
税
回
避
行
為
へ
の
対
応

に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

中
硲
副
署
長
　
主
に
徴
収
担
当
と

し
て
税
務
署
や
国
税
局
に
お
い
て

滞
納
整
理
に
従
事
し
て
お
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
税
務
署
の
配
置

は
足
立
、
江
戸
川
南
、
銚
子
、
板

橋
、
江
東
西
、
荒
川
、
成
田
で
す
。

職
場
に
入
っ
て
今
年
で
二
七
年
と

な
り
ま
す
が
、
税
務
の
仕
事
以
外

で
は
、
国
税
局
の
総
務
部
で
営
繕

関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
お
り
ま

し
た
。営
繕
の
仕
事
で
は
、庁
舎
の

新
築
・
建
替
や
改
修
等
の
工
事
の

発
注
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
て
、

税
務
の
職
場
と
し
て
は
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
な
の
で
す
が
、
予
算
を
執
行

す
る
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
職
場
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
？

勝
野
署
長
　
平
成
27
年
頃
、
我
が

国
を
含
む
世
界
中
の
著
名
な
政
治

家
や
富
裕
層
、
多
国
籍
企
業
が
行

う
租
税
回
避
ス
キ
ー
ム
の
情
報

（
い
わ
ゆ
る
パ
ナ
マ
文
書
）が
国
際

的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
機
関
か
ら

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
情
報
は

あ
ら
ゆ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
共
有

さ
れ
、
広
く
世
間
で
は
「
庶
民
は

ま
じ
め
に
納
税
し
て
い
る
一
方
で

富
裕
層
や
大
企
業
は
合
法
的
に
租

税
回
避
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
疑
念
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
私
を
含
め
て

国
税
庁
で
は
、
自
ら
の
業
務
を
積

極
的
に
は
対
外
発
信
し
な
い
と
い

う
風
潮
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

パ
ナ
マ
文
書
の
公
表
に
よ
り
我
が

国
全
体
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
か
ね
な
い

事
態
と
な
り
、
幹
部
の
指
示
に
よ

り
積
極
説
明
へ
方
向
転
換
が
は
か

ら
れ
ま
し
た
。
私
も
連
日
、
国
会

に
出
向
き
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
取

材
を
受
け
、
国
税
庁
の
方
針
や
具

体
的
な
取
組
み
の
説
明
を
重
ね
一

年
ほ
ど
で
よ
う
や
く
鎮
静
化
し
ま

し
た
。
こ
の
時
ほ
ど
税
務
行
政
の

説
明
責
任
を
痛
感
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
以
降
は
納
税
者
か

ら
の
信
頼
を
何
よ
り
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

中
硲
副
署
長
　
税
務
署
で
は
業
務

セ
ン
タ
ー
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す

が
、
業
務
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
あ

た
り
、
増
築
工
事
を
実
施
す
る
こ

勝　野　署　長
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メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
体
力
の
維
持
を

図
っ
て
い
ま
す
。

中
硲
副
署
長
　
体
を
動
か
す
こ
と

を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
始
め
て
気
づ
い
た
の
で
す

が
、
定
期
的
な
運
動
は
ダ
イ
エ
ッ

ト
の
効
果
だ
け
で
な
く
で
、
メ
ン

タ
ル
面
で
も
健
康
を
維
持
で
き
る

効
果
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　
座
右
の
銘
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

勝
野
署
長
　
座
右
の
銘
と
い
う
も

の
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
大

局
的
な
視
点
」
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
様
々
な
事
柄
が
複
雑
に
絡
み

合
い
錯
綜
す
る
状
況
で
は
、
物
事

全
体
を
見
通
し
課
題
に
一
つ
ひ
と

つ
対
処
す
る
こ
と
が
使
命
を
全
う

す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

中
硲
副
署
長
　「
継
続
は
力
な
り
」

で
す
。
諸
先
輩
を
引
き
継
ぎ
、
地 中　硲　副　署　長

と
と
な
り
、
そ
の
担
当
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
際
に
、
専
門
家
と
検

討
を
重
ね
て
設
計
し
た
建
物
が
完

成
し
た
時
の
充
実
感
と
達
成
感
は

今
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
も

の
で
し
た
。

Ｑ
　
ご
趣
味
を
お
聞
き
し
て
も
よ

ろ
し
い
で
す
か
？

勝
野
署
長
　
西
洋
絵
画
に
興
味
が

あ
り
、
今
は
そ
の
題
材
と
な
る
ギ

リ
シ
ャ
神
話
の
文
献
を
広
く
読
み

漁
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
事
務

年
度
の
単
身
赴
任
期
間
中
は
休
ん

で
い
た
筋
ト
レ
も
再
開
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
は
筋
肉
痛
が
続
き
そ
う

で
す
。

中
硲
副
署
長
　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
釣

り
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
す
。
ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
最
近
2
年

位
で
始
め
た
ば
か
り
で
す
。
運
動

不
足
解
消
の
た
め
に
始
め
ま
し
た
。

最
初
は
腰
や
ひ
ざ
が
痛
く
な
っ
た

り
し
ま
し
た
が
、
走
り
終
わ
っ
た

と
き
の
爽
快
感
か
ら
や
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
釣
り
は
自
宅
周

辺
の
淡
水
で
の
釣
り
や
、
銚
子
や

鹿
島
等
の
海
釣
り
に
出
か
け
る
こ

と
が
多
い
で
す
。

Ｑ
　
最
近
読
ん
だ
本
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

勝
野
署
長
　
純
文
学
が
好
き
で
古

い
も
の
で
は
川
端
康
成
や
三
島
由

紀
夫
、
最
近
で
は
村
上
春
樹
や
小

川
洋
子
の
作
品
を
中
心
に
読
ん
で

い
ま
す
。
最
近
で
は
6
月
に
小
川

洋
子
さ
ん
か
ら
上
梓
さ
れ
た
6
年

ぶ
り
の
長
編
小
説
「
サ
イ
レ
ン
ト

シ
ン
ガ
ー
」
を
読
み
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
小
川
作
品
と
同
様
に
日

常
か
ら
様
々
な
も
の
を
捨
象
し
た

世
界
の
緻
密
な
描
写
が
人
の
内
面

に
あ
る
本
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
独
特
の
世
界
観
に
浸
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

中
硲
副
署
長
　
最
近
購
入
し
た
書

籍
は
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
入
門

で
す
。
営
繕
の
仕
事
で
税
の
仕
事

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
た
め
、
最

近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
知
識

を
深
め
る
た
め
、
勉
強
し
て
お
り

ま
す
。

Ｑ
　
健
康
面
で
心
掛
け
て
い
る
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

勝
野
署
長
　
昨
事
務
年
度
の
単
身

赴
任
期
間
中
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の
お

弁
当
を
中
心
と
し
た
偏
っ
た
食
生

活
だ
っ
た
た
め
、
今
事
務
年
度
か

ら
は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
酸
素

運
動
と
筋
ト
レ
を
組
み
合
わ
せ
た

道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
重
ね
て
い

き
、
更
に
は
後
輩
に
引
き
継
ぎ
、

組
織
と
し
て
一
貫
し
た
取
り
組
み

を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　
江
東
区
の
印
象
は
？

勝
野
署
長
　
赴
任
し
て
ま
だ
日
は

浅
い
の
で
す
が
、
子
供
や
若
い
方

が
多
く
活
気
に
満
ち
た
街
だ
と
感

じ
ま
し
た
。こ
の
地
域
の
発
展
に
貢

献
す
る
た
め
、納
税
者
か
ら
信
頼
し

て
い
た
だ
け
る
税
務
行
政
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
と
強
い
使
命
を
感

じ
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

中
硲
副
署
長
　
江
東
区
は
神
社
仏

閣
や
昔
な
が
ら
の
商
店
街
が
あ
る

等
、
伝
統
的
な
部
分
と
タ
ワ
ー
マ

ン
シ
ョ
ン
や
新
し
い
商
業
施
設
の

エ
リ
ア
が
あ
る
等
、
近
代
的
な
部

分
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
融
合
し
た
街

づ
く
り
が
さ
れ
て
い
る
印
象
で
、

交
通
の
便
も
よ
く
、
生
活
し
や
す

い
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
職
場
に
入
っ

て
二
署
目
で
江
戸
川
南
に
配
属
に

な
り
、
当
時
の
寮
も
同
じ
区
内
に

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
休
日
に
は
趣

味
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
兼
ね
て
、

南
砂
町
の
商
店
街
に
買
い
物
に
出

か
け
て
お
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
最
後
に
法
人
会
活
動
に
つ
い

て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

勝
野
署
長
　
法
人
会
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
各
種
研
修
会
等
の
開
催

の
ほ
か
、「
税
の
絵
は
が
き
」
の
募

集
活
動
や
清
掃
活
動
「
ま
ち
を
き

れ
い
に
」
の
実
施
な
ど
、
税
知
識

の
普
及
は
も
と
よ
り
地
域
社
会
に

大
き
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
し
、
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
経
済
社

会
の
変
化
が
大
き
く
、
先
行
き
が

不
透
明
な
昨
今
に
あ
っ
て
、
法
人

会
の
皆
様
と
税
務
署
と
の
間
は
こ

れ
ま
で
以
上
の
強
い
連
携
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
法
人
会
活
動

の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

中
硲
副
署
長
　
前
任
か
ら
の
引
き

継
ぎ
資
料
を
確
認
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
非
常
に
活
発
に
会
が
活
動
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

人
事
異
動
に
よ
り
税
務
署
側
の
メ

ン
バ
ー
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
し

た
が
、前
事
務
の
体
制
と
同
様
に
連

携
・
協
調
で
き
る
体
制
を
維
持
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

広
報
委
員
会
　
本
日
は
、
お
忙
し

い
中
、
勝
野
署
長
様
、
中
硲
副
署

長
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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P-B10031

11日㈭ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
12日㈮ 源泉部会・税務研究部会・女性部会合同研修会 午　後　 6 　時 屋 形 船
17日㈬ 第 3回理事会

支部長会（会員増強決起大会）
午　後　 3 　時
午　後　 4 　時

亀 戸 天 神 社
〃

18日㈭ 全国女性フォーラム北海道大会 午　後　 2 　時 札幌パークホテル
24日㈬ 決算法人説明会 午　後　 2 　時 法 人 会 館

3日㈮ 地区別税法説明会 午　前　10　時
午　後　 2 　時

カメリアプラザ
〃

6日㈪ 健康講演会
　内容　「経験者だから伝えられるがん知識」
　講師　キャンサー・ソリューションズ㈱　松井　亜矢子　氏

午　後　 4 　時 カメリアプラザ

7日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
11日㈯ 第19回　健康ウォーキング 午前 9時30分 仙 台 堀 川 公 園
16日㈭ 第41回　全国大会　高知大会 午　後　 2 　時 高 知 県 民 文 化

ホ ー ル
21日㈫ 税務研究部会研修会

　内容　「自主点検チェックシートの活用について　他」
　講師　　未　定

午後 3時30分 法 人 会 館

22日㈬ 地区別税法説明会 午　前　10　時 江東区総合区民
セ ン タ ー

23日㈭ 生活習慣病予防検診

決算法人説明会

午前 9時30分

午　後　 2 　時

江東区総合区民
セ ン タ ー
法 人 会 館

27日㈪ 生活習慣病予防検診 午前 9時30分 アンフェリシオン

7月

5日㈬ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
6日㈭ 源泉部会　年末調整説明会 第 1部

 第 2部
午　後　 2 　時
午後 3時30分

カメリアプラザ
〃

8日㈯ 社会貢献活動　第49回「まちをきれいに」 午前 9時30分 大 島 地 区
12日㈬ 納税表彰式 午後 2時30分 カメリアプラザ

ホ ー ル
14日㈮ 「税を考える週間」税務署長講演会 午　後　 4 　時 亀 戸 天 神 社
18日㈫ 新設法人説明会 午　後　 2 　時 法 人 会 館
21日㈮ 全国青年の集い　山梨大会 午後 3時30分 アイメッセ山梨

9月

10月

11月

 ◎ 内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページをご覧
ください。
◎ 各種研修会・説明会には、当会に入会されていない法人および一般の方の参加も可能です。お問い合わせは事務局まで。　
☎03‒3684‒2303

　
9
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
第
2
期
分
の
納
期
で
す

　
9
月
は
、
23
区
内
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
第
2
期
分
の
納

期
で
す
。

　
9
月
30
日
（
火
曜
日
）
ま
で
に

お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
付
は
、
口
座
振
替
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
等
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
税
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

簡
単
に
納
税
で
き
、
大
変
便
利
で

す
。
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